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北九州マラソン２０２４について 
 

 

１ 大会概要 

（１）開催日時       令和６年２月１８日（日） 

（２）主催          北九州市、（一財）北九州市陸上競技協会 

（３）種目・参加人数   マラソン             １１，０００人 

ペアリレーマラソン  ２５０組５００人 

ファンラン             ８００人 

ウィメンズ２０．４         ５０人 

（４）制限時間        ６時間 

（５）コース         北九州市役所前をスタートし、八幡東区東田・戸畑駅前・東港を 

            通って、門司港を折り返し、北九州国際会議場前をフィニッシュと 

する。 

 

２ 申し込み状況 （令和５年１２月４日現在） 

 

 

 
 

 

種目（定員） 
2024 

出走予定者数 

２０２３ 

出走者数 

マラソン (11,000 人) 1１,２９1 人  10,056 人 

ペアリレーマラソン  

(250 組 500 人) 
２80 組５60 人 253 組 506 人 

ファンラン (800 人) ７５6 人 522 人 

新規 ウィメンズ 20.4 （50 人） １30 人 － 

合計 1２,７3７人 １1，084 人 
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３ 重点方針≪主な取り組み≫ 

 

【重点方針 １】 ランナーの満足度向上 

 

≪主な取り組み≫ 

●女性ランナーの取り込み（ウィメンズ２０．４の新設、託児サービスの実施など） 

●出走枠の見直し（ペアリレーマラソンの定員増、ボランティア出走枠等の新設など） 

●参加料の減額（フルマラソン、ペアリレーマラソン） 

●参加記念Ｔシャツの希望有料制、Ｔシャツに代わる賞品 

●「ランニング教室」や「事前イベント」の開催 

●大会前々日のランナー受付の実施 

●ＳＮＳを活用した情報発信 

●実業団ランナーの招聘 

●おもてなしフードの充実 

  

【重点方針 2】 「見る人」「支える人」も満足できる大会運営 

 

≪主な取り組み≫ 

●ボランティア、ボランティアリーダーの養成 

●有名・著名なゲストの招聘 

●応援ステーションの参加団体の拡充 

●横断歩行者の対策 

●「食のイベント」の開催（あさの汐風公園） 

●小倉駅・商店街との連携 

 

【重点方針 ３】 持続可能な大会の実現 

 

≪主な取り組み≫ 

●衣類リサイクルボックスの設置 

●マイカップチャレンジの実施による紙コップの削減 

●食品ロスの対策 

●募集案内や開催案内等のペーパーレス化 
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２０２４大会のゲストについて 
 

【大会ゲスト】 君原健二氏、増田明美氏、渋井陽子氏 

【スペシャルゲスト】 前田佳織里氏 （北九州市観光大使、声優）  

【ゲストランナー】 

中本健太郎氏 （安川電機陸上部 監督） 

園田隼氏 （黒崎播磨 OB） 

川上優子氏 （一般社団法人スポーツコア 代表理事）  

今田麻里絵氏 （大分キャノンアスリートクラブ コーチ） 

西田たかのり氏（タレント） 

田中華絵氏 （第一生命グループ OB） 

大畑和真氏 （安川電機陸上部） 

【招待選手】  

北島寿典氏 （希望が丘高校駅伝部 コーチ） 

板井加奈氏 （宮崎銀行女子陸上部） 

冨髙結香氏 （一般） 

【アンバサダー】  

森野麻美氏 （ランニングアドバイザー） 

古和田響氏 （マラソン YouTuber）  


